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～患者・受診者視点からの放射線治療のあり方～ 
 



はじめに 

がんの罹患部位の変化に伴い、根治治療の主流であった手術
一辺倒から放射線治療にシフトする傾向が続いています。 

放射線治療は形態と機能を温存でき肉体的負担が少なく、手術
や抗癌剤に比較すると少ない医療費ですむという特徴から医療
行政面でも放射線治療に関する医療費では増額の傾向にありま
す。 

しかし、震災による原発事故などが引き金となり放射線のリスク
を強調する論調が目立っています。 

我々、放射線技師が正しい知識を広め、安心して治療を受けて
頂く必要があります。 
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Outlines 

１．アンケート結果について 

２．取り組むべき課題  

 ・ 正常組織への被ばく情報 
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4施設101名の患者データ 
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4施設101名の患者データ 
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4施設101名の患者データ 
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4施設101名の患者データ 
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 治療期間中の副作用について 

 （放射線による副作用が発生する場
合があります。） 

十分理解できた 理解できた 
どちらとも 

いえない 

少し分からない 

ことがある 
分からないこと

が多い 

5 4 3 2 1 

            

 治療後の合併症について 

 （半年から数年たってから現れるも
のがあります。） 

十分理解できた 理解できた 
どちらとも 

いえない 

少し分からない 

ことがある 
分からないこと

が多い 

5 4 3 2 1 
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4施設101名の患者データ 

 放射線治療の被ばくについて 

（正常組織の被ばくや安全性） 

被ばくについて 

良く知りたい 
被ばくについて 
情報があれば良い 

どちらとも 

いえない 
被ばくについてあま
り気にしていない 

被ばくについて 

気にしていない 

5 4 3 2 1 



Outlines 

１．アンケート結果について 

２．取り組むべき課題  

 ・ 正常組織への被ばく情報 
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放射線治療に対して患者が抱く不安は、ほとんどが副作用に関するもので
あることがアンケートから分かりました。 
副作用への不安にこたえることが、今後の課題になってきます。 
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放射線治療が成立するには、がんと同時に放射線照射を受ける正常組
織の耐容線量が腫瘍治癒線量（がん細胞が死ぬ線量）よりも高い必要が
あります。（表 ）正常組織の損傷を減らす目的で、少ない線量を分けて照

射する分割照射が行われ、それにより、がんは損傷が重なって死滅して
いくが、正常組織は損傷を修復して回復することができる。 
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正常組織への耐容線量は2010年に発表された論文（QUANTEC）を元に評価され
ている。 
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Prostate(-)               constraints for the organs at risk(OARs)

28.93 Gy 21.16 Gy

43.06 Gy 20.82 Gy

58.26 Gy

68.91 Gy

12.35 Gy

27.36 Gy

37.20 Gy

Colon     V65≦0.5cc cc

Colon     V45≦195cc cc

Small Bowel    V60≦0.5cc 0.00 cc

Small Bowel    V45≦195cc 0.49 cc

Penile Bulb    V30≦Mach as possible 6.24 cc

Right Crura  V30≦Mach as possible 2.32 cc

Left Crura    V30≦Mach as possible 2.14 cc

Right IPA       Dmax≦Mach as possible 74.26 Gy

Left IPA         Dmax≦Mach as possible 75.10 Gy

Bladder Wall  D25≦70Gy

Rectum Wall  D20≦70Gy

Rectum Wall  D10≦75Gy

Bladder Wall  D55≦40Gy

Bladder Wall  D35≦60Gy

Rectum Wall  D60≦40Gy

Rectum Wall  D35≦60Gy

Rt Fem Head Dmax≦Mach as possible

Lt Fem Head Dmax≦Mach as possible

当院で行っている前立腺治療の正常組織への線量評価例。 



食道癌(50.4Gy/28Fx/5.5wk) 

W 



放射線治療の第一線に立つ我々放射線技師が、患者さんに安
心して治療を受けて頂くため、放射線をコントロール下に置き、
適切な方法で実施されれば、極めて安全かつ信頼性の高い治
療法であることを、理解してもらう必要がある。 

今後、放射線障害の程度や正常組織の被ばくに関して説明でき
る事が必須になると思われる。 

 

まとめ 


